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最
近
の
関
心
事
の
一
つ
で
あ
る
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

説
明
い
た
し
ま
す
。
天
気
予
報
で
扱
っ
て
い
る
「
気
象
」

は
、
数
日
先
で
も
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
長
期
間

の
平
均
的
な
気
象
で
あ
る
「
気
候
」
は
か
な
り
正
確
に
予

測
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
温
暖
化
」
と

い
う
の
は
、
「
気
候
」
に
関
す
る
も
の
で
す
。
国
際
的
に

は
、IP

C
C

（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
で
議

論
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
九
月
か
ら
第
五
次IP

C
C

第
一
作

業
部
会
の
報
告
が
出
始
め
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
年
末
に
は
全
体
の
報
告
が
で
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
出
た
報
告
書
を
中
心
に
、
関
連
し
た
事
項
も
交

え
て
紹
介
し
ま
す
。

■
平
均
気
温
の
変
化

　
図
は
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
世
界
の
年
平

均
気
温
の
変
化
で
す
。
赤
い
直
線
が
長
期
的
傾
向
を
示
し

て
い
ま
す
。
第
五
次
報
告
書
で
は
、
気
候
シ
ス
テ
ム
の
温

暖
化
に
は
疑
う
余
地
が
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

■
温
暖
化
の
原
因

　
太
陽
放
射
の
約
半
分
は
地
表
に
吸
収
さ
れ
、
地
表
を
暖

め
ま
す
が
、
赤
外
線
と
し
て
も
放
出
さ
れ
ま
す
。
一
部
は

上
空
を
通
過
し
ま
す
が
、
温
室
効
果
ガ
ス
や
雲
に
よ
っ
て

吸
収
、
再
放
射
さ
れ
、
地
表
面
と
大
気
下
層
を
暖
め
ま
す

（
温
室
効
果
）
。
二
酸
化
炭
素
に
よ
る
寄
与
が
最
大
で
、
メ

タ
ン
が
そ
れ
に
次
ぎ
ま
す
。
実
は
水
蒸
気
が
最
も
主
要
な

温
室
効
果
ガ
ス
で
す
が
、
人
間
の
活
動
に
よ
る
影
響
は
無

視
で
き
る
程
度
で
、
人
類
が
水
蒸
気
を
制
御
で
き
な
い
た

め
考
慮
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
雲
に
な
る
と
地
球
の
温
度

を
下
げ
る
効
果
も
あ
り
、
温
室
効
果
と
冷
却
効
果
の
ど
ち

ら
が
大
き
い
か
、
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
気
温
上
昇
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
自
然
起
源
の
み
の
場
合
と
、

人
為
起
源
に
よ
る
も
の
を
加
え
た
場
合
を
比
較
し
、
人
為

起
源
に
よ
る
温
度
上
昇
を
加
え
な
い
と
観
測
結
果
が
説
明

で
き
な
い
こ
と
等
か
ら
、
気
候
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
人
間

の
影
響
は
明
瞭
と
結
論
付
け
て
い
ま
す
。

■
京
都
議
定
書

　
一
九
九
七
年
に
締
結
さ
れ
た
京
都
議
定
書
で
、
日
本
は

二
〇
一
二
年
に
一
九
九
〇
年
に
比
べ
て
六
％
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
を
削
減
す
る
と
約
束
し
ま
し
た
。
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
は
二
〇
〇
七
年
以
降
、
中
国
が
米
国
を
抜
い

て
、
世
界
一
の
排
出
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
、

米
国
の
排
出
量
は
横
ば
い
で
す
が
、
中
国
は
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
ま
す
。
但
し
、
一
人
あ
た
り
で
議
論
す
る
と
、
米

国
が
圧
倒
的
に
多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
排
出
量
の
多

い
国
が
批
准
し
な
か
っ
た
の
で
、
効
果
は
疑
問
視
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
果
た
し
て
、
原
発
が
止
ま
っ
た
日
本
は
、
約
束
を
果
た

せ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
二
酸
化

炭
素
は
〇
・
六
％
増
加
し
た
の
で
す
が
、
他
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
減
少
や
、
国
際
的
な
取
引
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
削
減
分
を
目
標
達
成
の
た
め
に
使
う
制
度
や
、
森
林
整

備
に
よ
る
吸
収
効
果
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
義

務
を
果
た
し
ま
し
た
。

■
気
候
温
暖
化
の
影
響

　
第
五
次
報
告
書
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
が
異
な
る
、

四
通
り
の
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
予
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
二
一
〇
〇
年
に
は
、
年
平
均
気
温
は
一
℃
か

ら
四
℃
の
上
昇
、
海
面
水
位
は
、
平
均
で
四
〇
か
ら
六
三

㎝
上
昇
し
ま
す
。
（
そ
の
主
な
原
因
は
、
海
水
の
熱
膨
張
、

氷
河
の
融
解
で
す
）
。
氷
山
が
溶
け
て
も
海
水
面
は
上
昇

し
ま
せ
ん(

ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
原
理
）
。
そ
の
他
、
寒
い

日
・
寒
い
夜
の
減
少
、
暑
い
日
・
暑
い
夜
の
増
加
、
熱
波

の
増
加
、
大
雨
の
頻
度
・
強
度
の
増
加
、
極
端
に
高
い
潮

位
の
発
生
な
ど
の
極
端
現
象
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

海
面
上
昇
は
島
国
が
沈
ん
で
し
ま
う
問
題
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
日
本
の
三
大
都
市
圏
に
於
い
て
も
、
数
十

㎝
の
海
面
上
昇
で
、
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
拡
大
し

ま
す
。

■
予
防
原
則

　
環
境
に
重
大
か
つ
不
可
逆
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
仮
説
上

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
科
学
的
に
因
果
関
係
が
十
分
証
明

さ
れ
な
い
状
況
で
も
、
規
制
措
置
を
可
能
に
す
る
制
度
や

考
え
方
の
こ
と
で
す
。
気
候
予
測
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
か
な
り
確
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
絶
対

確
実
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
温
暖
化
を
人
間
活
動
が
原
因
で

な
い
と
し
て
放
置
し
て
、
人
為
起
源
が
正
し
か
っ
た
場
合
、

遅
く
な
っ
て
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
、
今
温
暖
化
ガ
ス
を
減
ら
す
努
力
を

す
る
方
が
良
識
的
で
す
。

■
地
球
温
暖
化
は
本
当
か

　
地
球
温
暖
化
を
信
じ
て
い
る
人
が
大
多
数
で
す
。
そ
の

原
因
が
人
為
起
源
で
は
な
く
、
自
然
現
象
で
あ
る
と
い
う

異
論
が
あ
り
ま
す
。
宇
宙
線
と
雲
量
、
太
陽
活
動
（
黒
点

数
）
や
火
山
噴
火
と
気
温
等
々
、
こ
れ
ら
が
気
温
に
関
係

し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
温
度
に
ど
れ
だ
け

の
影
響
が
あ
る
の
か
が
良
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
実

際
の
気
温
は
種
々
の
現
象
が
混
ざ
り
合
っ
て
起
こ
っ
た
結

果
で
す
。
特
定
の
何
か
と
気
温
の
相
関
を
論
じ
て
も
、
説

得
力
を
欠
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
将
来
に
悔
い
を
残
さ
な
い
環
境
作
り
に
貢
献
し
て
い
く

の
が
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
に
簡
単
に

で
き
る
協
力
は
省
エ
ネ
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で

入
手
可
能
な
「
家
庭
の
省
エ
ネ
大
事
典
」
を
お
薦
め
し
ま

す
。
家
計
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

理
事
長
　
泉
　
孝
英

　
政
府
の
骨
太
の
方
針
に
「
少
子
化
対
策
」
が
盛
り
込
ま

れ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
子
化
対
策
が
問
題
に
な

っ
て
か
ら
二
十
年
、
実
効
性
は
な
し
で
す
。
私
が
、
不
思

議
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
ど
も
を
増
や
す
た
め
に
、

必
要
な
は
ず
の
「
人
工
妊
娠
中
絶
（
中
絶
）
を
減
ら
そ
う
」

と
の
論
議
が
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

　
二
〇
一
二
年
の
政
府
統
計
で
は
、
中
絶
数
は
年
間
約
二

〇
万
、
実
数
は
少
な
く
と
も
三
倍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

折
角
、
生
命
が
与
え
ら
れ
な
が
ら
、
生
ま
れ
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
命
を
救
う
こ
と
は
、
た
だ
、「
命
を
救
う
」
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
わ
が
国
の
人
口
問
題
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
で
す
。
中
絶
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
ま
す
。

　
明
治
の
開
国
（
一
八
六
八
年
）
以
来
、「
富
国
強
兵
」
を

目
指
す
政
府
は
中
絶
（
堕
胎
）
を
犯
罪
行
為
と
し
て
き
ま

し
た
。
一
八
六
九
年
に
は
堕
胎
禁
止
令
が
発
令
さ
れ
、
一

八
八
〇
年
に
は
「
堕
胎
罪
」
制
定
、
一
九
〇
七
年
制
定
の

「
刑
法
」
で
は
「
堕
胎
の
罪
」
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
の
国
民
学
校
／
小
学
生
時
代
、
戦
時
中
、「
産
め
よ
殖

や
せ
よ
」
は
最
重
要
の
国
策
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、

近
隣
の
先
生
が
、
堕
胎
の
罪
で
警
察
に
拘
引
さ
れ
た
と
の

大
人
の
ひ
そ
ひ
そ
話
に
耳
を
そ
ば
立
て
て
い
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
夫
は
招
集
（
軍
隊
に
入
る
）
さ
れ
、
留
守
宅
の

妻
が
妊
娠
す
る
と
い
う
話
は
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
人
情
味
の
あ
る
先
生
が
警
察
に
拘
引
さ
れ
た
こ
と
は
、

気
の
毒
な
よ
う
な
気
が
し
た
も
の
で
し
た
。

　
敗
戦
（
一
九
四
五
年
）
後
、
人
口
七
〇
〇
〇
万
人
の
こ

の
狭
い
国
土
に
外
地
か
ら
六
三
〇
万
人
が
引
き
揚
げ
て
き

ま
し
た
。
加
え
て
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
年
間
二
五

〇
万
人
が
生
ま
れ
る
と
い
う
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
人
口
増
加
か
ら
抑
制
」
へ
の
国
策
の
大
転
換
が
起
こ
り

ま
し
た
。
一
九
四
八
年
、
母
体
の
生
命
健
康
の
保
護
を
目

的
と
し
て
「
優
生
保
護
法
」
が
制
定
さ
れ
、
中
絶
が
合
法

化
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
、「
経
済
的
理
由
」
が
条
文
に
加
え

ら
れ
た
こ
と
で
、
中
絶
数
は
爆
発
的
に
増
加
、
一
九
五
五

年
に
は
一
一
七
万
と
い
う
数
に
な
り
ま
し
た
。
優
生
保
護

法
は
一
九
九
六
年
「
母
体
保
護
法
」
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、

「
経
済
的
理
由
」
の
記
載
は
そ
の
ま
ま
で
す
。

　
母
体
保
護
法
か
ら
「
経
済
的
理
由
」
を
削
除
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
削
除
で
き
る
政
治
の
確
立
が
「
少
子
化
対

策
」
に
含
ま
れ
る
べ
き
で
な
い
か
が
、
私
の
主
張
で
す
。

世界の年平均気温偏差

医
師
に
な
っ
て
五
十
三
年 (

12)

少
子
化
対
策
と
妊
娠
中
絶
問
題


